
公益社団法人 アジア協会アジア友の会
JAFS関東活動委員会

TEL:06-6444-0587  FAX: 06-6444-0581
E-mail: jafskanto@gmail.com 一滴の水から始まる自立への支援

申込方法

チケットのお申込みは、右の問合せ先までお電話、
または裏面申込書をFAX、メールしてください。
Webからもお申し込みできます。
（JAFS関東HP http://kanto.jafs.or.jp へ）

集合場所： JR「新橋駅」汐留口（「烏森改札」先出口）鉄道唱歌の碑付近
解散場所： JAFS関東会員ひろば（銀座一丁目キャビネットビル）
参加費： 1,000 (高校生以下500)
持ち物： 飲料水、帽子、タオル、雨具など

日 時： 2018年 ５月 ２６日 (土)

集合時間： ９：００ （受付開始 8：45）

【予定ルート】Start : 新橋駅(9:00) ～ 鉄道起点０哩標識 ～ 豊岩稲荷神社
～ 歌舞伎座 (10:00-10:30) ～ 和光の時計塔 ～ 銀座木村屋・他 ～ 銀座発祥の地記念碑
～ 煉瓦の碑とガス燈 ～ 国立近代美術館フィルムセンター(12:25-12:55)
～ Goal :JAFS関東会員ひろば(13:00) 懇親会＆昼食(宮崎の冷汁)後 解散(15:00)

<歩行距離:約3.7 km > 

イベントの参加費は、「JAFSアジア里親の会」を通じて、
日印友好学園「パダトラ小学校」に通う、インドの被差別
先住民の子どもたちへの教育支援に充てられます。

※ルートは都合により変更することがあります。

世界の子供たちの
健やかな未来に！

銀座チャリティウォーク

伝統と格式の街・銀座を楽しみながら、知らなかった歴史スポットを再発見‼
ゴールは、国際協力の活動拠点「JAFS関東会員ひろば」を訪ねるチャリティウォークです
あんパンやあんみつ発祥のお店、銀座発祥の記念碑、縁結びのパワースポットなどを巡り

終了後は「会員ひろば」で、「宮崎の冷汁」をいただきながら懇親会も予定
楽しみながら国際貢献もできるチャリティウォーク

ぜひご参加ください！

（歌舞伎座ギャラリー=600円・フィルムセンター＝250円
の入館料が別に必要。）

http://kanto.jafs.or.jp/
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mailto:jafskanto@gmail.com
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貴方の力を貸してください。まずは、小さな一歩から…

インド・先住民族の子どもたちへの就学支援

申込み・お問合せ アジア協会アジア友の会

名 前

住 所 〒

電話/ FAX

メールアドレス

参加者数 一般 人、 中高生 人

メッセージ

「銀座チャリティウォーク」申込み書
※ご記入いただきました個人情報は、本会企画の案内にのみ利用し、他の目的には一切使用いたしません。

●お申込みは、下記にご記入のうえFAX、メール、電話にて受付しています。

公益社団法人アジア協会アジア友の会
JAFS関東活動委員会
〒550-0002
大阪市西区江戸堀1-2-14 肥後橋官報ビル5階
TEL 06-6444-0587 E-mail jafskanto@gmail.com
URL http://kanto.jafs.or.jp

FAX 06-6444-0581

アジア協会アジア友の会は、生命にとって最も大切な水、
飲料水の欠乏が深刻なアジアに井戸を贈る運動として1979年
に活動をはじめた国際民間協力団体（NGO）です。
現在、アジア18ヶ国64ヶ所に現地提携団体を持ち、アジア

の人々との『理解と協力と連帯』を目指し、飲料水（井戸）
供給のほか植林、教育、生活向上などの自立開発協力、国際
交流活動（ワークキャンプやスタディツアー等）の推進、国
際理解教育、地球の自然環境保全活動(国際グリーンスカウト
運動）を行っています。

私たちは、アジア協会アジア友の会の活
動を支援する、関東地区の地域活動グルー
プです。 だれでも気軽に参加できる国際協
力活動を目指して、チャリティウォークや
、チャリティコンサート、国内ワークキャ
ンプ、毎年秋開催されるグローバルフェス
タJAPANでのチャリティ販売などを実施。
「何かボランティアをしたいけど海外まで
行けない… 」そんな思いの方、大歓迎!
一緒に楽しく国際協力してみませんか!!

JAFS関東

高尾山チャリティハイキング

瀬田敦子チャリティコンサート グローバルフェスタJAPAN

インド山岳地帯で暮すアディヴァシと呼ばれる先住民たちは、
身分制度としてのカースト外の更に下層に位置付けられ、永く
社会において差別されてきました。
こうした境遇の子ども達もが、学校で学び、将来は職を得て

自立できるように設立されたのが日印友好学園「パダトラ小学
校」です。パダドラ小学校は、バンガロールから飛行機、車を
乗り継いで７時間かかる人里離れた村はずれにあり、先住民族
の子ら70人が学んでいます。
被差別民族に生まれたハンデ、周辺にゲリラ組織がいる厳し

い社会環境に置かれた子どもたちが、教育と体験を通じて自立
していけるよう、アジア里親の会を通じて、継続した支援をお
こないます。
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